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今年度要求のポイント

関連事業

事 業 名 障害児事業者等指定・指導事務

1,024

5,360

通勤費

事 業 費

　児童福祉法の改正がおこなわれ、障害児支援が強化され各種事業が
創設・再編された。当該事業を行う事業者の指定及び指導監督事務が
大幅に増えている。指定都市としてその事務を実施し、利用者の処遇
の向上、事業者の育成、事業所運営の適正化を引き続き進める。

指定時研修、事業者研修等

謝礼金 112

0 実地指導書類作成用PC ﾓﾊﾞｲﾙﾌﾟﾘﾝﾀｰ

80 82 集団指導（他市への負担金）

事業の継続実施

【今後（27年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 20,475

会場等借上料 205 211

他市への負担金

8,557

180 149 市内旅費

52 54 事業者への通知（郵送）等通信運搬費

1,989 1,989 アルバイト1名

消耗品費 29

112

30 PPC等

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額項目

　障害児支援事業所が増加している中で、新規開設事業所が多いことから、適正
な事業所運営等を指導するため研修等にかかる経費を要求する。
　また、増加傾向にあるサービス申請、受給等にかかる事務処理の職員体制を充
実するための経費を要求する。

25年度予算

事務用備品 190

普通旅費

主な要求内容 （単位：千円）

報酬

事業者研修の講師謝礼等

20,4758,5577,597

非常勤6名

16,824 非常勤2名(継続)　4名(新規）

内容・積算等

H24.4月～事業実施 事業の継続実施

【経過（～25年度）】 【26年度】

障害福祉サービス事業者指定事務等事業

１）児童福祉法に基づく障害児事業者等の指定
２）児童福祉法に基づく障害児事業者等の指導監督
３）その他上記に付随する事務等

事業目的

事業内容

整理番号 14 - 049

賃金

事業期間 　H24　～

平成24年度決算額

360

2 局・課名 子ども青少年局　子ども家庭課1 3
マスタープラン
３つの挑戦

子育て
マスタープラン

施策番号
3

区分
その他一般施策

(単位　千円)


